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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　水性ニス印刷手段と水性ニス乾燥手段を備えた水性ニス印刷装置において、

　前記水性ニス乾燥手段は、ＵＶインク印刷手段の排気ダクトに接続して排熱ガスを水性

ニスの乾燥に用いる水性ニス乾燥ダクトを備え、前記水性ニス乾燥手段は、前記水性ニス

乾燥ダクトの配管途中に前記排熱ガスをミストで所定湿度に加湿し、所定温度に冷却する

加湿部を備えたことを特徴とする水性ニス印刷装置。

【請求項２】

　請求項１に記載された水性ニス印刷装置であって、

　前記水性ニス乾燥手段は、前記水性ニス乾燥ダクトの配管途中に前記排熱ガス中に含ま

れる有機化合物の脱臭部を備えたことを特徴とする水性ニス印刷装置。

【請求項３】

　請求項１又は２に記載された水性ニス印刷装置であって、

　前記水性ニス乾燥手段は、

　前記水性ニス乾燥ダクト中の前記排熱ガスの温湿度を測定する温湿度センサと、

　前記温湿度センサ及び前記加湿部に電気的に接続して、前記温湿度センサの測定値を前

記排熱ガスの所定温湿度に収める加湿制御を行う制御部を備えたことを特徴とする水性ニ

ス印刷装置。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】
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【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は Ｕ Ｖ イ ン ク で 印 刷 し た 印 刷 物 の 表 面 に 水 性 ニ ス の コ ー テ ィ ン グ 処 理 を 施 す 水 性

ニ ス 印 刷 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 一 般 に Ｕ Ｖ イ ン ク を 用 い た 印 刷 物 を 乾 燥 し た 後 、 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 を 用 い て 印 刷 物 の 表

面 に 光 沢 ・ 耐 摩 耗 性 を 付 与 す る 処 理 が あ る 。

　 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 は 、 水 性 ニ ス （ 水 性 の ワ ニ ス ） を 印 刷 物 の 表 面 に 塗 布 す る 印 刷 手 段 と

、 塗 布 し た 水 性 ニ ス を 乾 燥 す る 乾 燥 手 段 を 備 え て い る 。 従 来 、 こ の 乾 燥 手 段 は 、 熱 源 と な

る 赤 外 線 （ Ｉ Ｒ ） で 生 じ る 熱 風 を 吹 き 付 け て 水 分 を 蒸 発 さ せ て 、 エ マ ル ジ ョ ン 、 樹 脂 を 固

化 し て 乾 燥 さ せ て い る （ 特 許 文 献 １ ， ２ は 水 性 ニ ス の 乾 燥 に Ｉ Ｒ を 用 い て い る ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し な が ら 、 赤 外 線 を 用 い た 乾 燥 手 段 は 、 短 時 間 で 所 定 温 度 の 熱 風 を 吹 き 付 け て 安 定

し た 乾 燥 が 行 え る も の の 熱 源 の コ ス ト が か か り 装 置 も 大 型 化 し て し ま う 。 ま た 、 水 性 ニ ス

の 乾 燥 処 理 の 際 、 熱 風 を 所 定 湿 度 に 維 持 し な け れ ば 、 紙 の 印 刷 物 の 場 合 に は 収 縮 や ワ レ 、

フ ィ ル ム ・ 薄 紙 の 印 刷 物 の 場 合 に は カ ー ル な ど の 不 具 合 が 生 じ て し ま う と い う 問 題 が あ っ

た 。

　 さ ら に 、 前 段 の Ｕ Ｖ イ ン ク 印 刷 手 段 の Ｕ Ｖ ラ ン プ の Ｕ Ｖ 照 射 の 際 に 生 じ る 発 熱 と 、 Ｕ Ｖ

イ ン ク の 乾 燥 の 際 に 生 じ る 有 機 化 合 物 か ら な る 排 熱 ガ ス は 、 単 に 印 刷 装 置 外 へ 放 出 し て お

り 、 排 熱 を 有 効 活 用 で き な い 状 況 で あ っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － １ １ １ ８ ７ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ８ ７ ３ ５ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 水 性 ニ ス 乾 燥 の 熱 源

コ ス ト の 低 減 化 を 図 る 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 と し て 、 水 性 ニ ス 印 刷 手 段 と 水 性 ニ ス

乾 燥 手 段 を 備 え た 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 に お い て 、

　 前 記 水 性 ニ ス 乾 燥 手 段 は 、 Ｕ Ｖ イ ン ク 印 刷 手 段 の 排 気 ダ ク ト に 接 続 し て 排 熱 ガ ス を 水 性

ニ ス の 乾 燥 に 用 い る 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト を 備 え 、 前 記 水 性 ニ ス 乾 燥 手 段 は 、 前 記 水 性 ニ ス

乾 燥 ダ ク ト の 配 管 途 中 に 前 記 排 熱 ガ ス を ミ ス ト で 所 定 湿 度 に 加 湿 し 、 所 定 温 度 に 冷 却 す る

加 湿 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 １ の 手 段 に よ れ ば 、 従 来 の 赤 外 線 に よ る 乾 燥 手 段 と 比 べ て 、 水 性 ニ ス 乾 燥 の 熱 源

コ ス ト を 大 幅 に 低 減 で き る 。

　 ま た 所 定 湿 度 に 加 湿 し た 熱 風 を 用 い る こ と に よ り 紙 の 印 刷 物 の 場 合 に は 収 縮 や ワ レ 、 フ

ィ ル ム ・ 薄 紙 の 印 刷 物 の 場 合 に は カ ー ル な ど の 不 具 合 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 と し て 、 第 １ の 手 段 に お い て 、 前 記 水

性 ニ ス 乾 燥 手 段 は 、 前 記 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト の 配 管 途 中 に 前 記 排 熱 ガ ス 中 に 含 ま れ る 有 機

化 合 物 の 脱 臭 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 ２ の 手 段 に よ れ ば 、 排 熱 ガ ス 中 に 含 ま れ る 有 機 化 合 物 を 除 去 し て 、 良 好 な 作 業 環

境 を 維 持 で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ３ の 手 段 と し て 、 第 １ 又 は ２ の 手 段 に お い て 、
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前 記 水 性 ニ ス 乾 燥 手 段 は 、

　 前 記 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト 中 の 前 記 排 熱 ガ ス の 温 湿 度 を 測 定 す る 温 湿 度 セ ン サ と 、

　 前 記 温 湿 度 セ ン サ 及 び 前 記 加 湿 部 に 電 気 的 に 接 続 し て 、 前 記 温 湿 度 セ ン サ の 測 定 値 が 前

記 排 熱 ガ ス の 所 定 温 湿 度 に 収 ま る 加 湿 制 御 を 行 う 制 御 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 水 性 ニ

ス 印 刷 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 ３ の 手 段 に よ れ ば 、 印 刷 物 の 安 定 し た コ ー テ ィ ン グ 処 理 が 行 え る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 赤 外 線 に よ る 乾 燥 手 段 と 比 べ て 、 水 性 ニ ス 乾 燥 の 熱 源 コ ス ト を

大 幅 に 低 減 で き る 。

　 ま た 所 定 湿 度 に 加 湿 し た 熱 風 を 用 い る こ と に よ り 紙 の 印 刷 物 の 場 合 に は 収 縮 、 ワ レ 、 フ

ィ ル ム ・ 薄 紙 の 印 刷 物 の 場 合 に は カ ー ル を 防 止 で き る 。

　 さ ら に 紫 外 線 照 射 手 段 か ら 排 出 さ れ る 排 熱 ガ ス の 排 熱 を リ サ イ ク ル し て 有 効 利 用 で き る

。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 の 構 成 概 略 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 以 下 詳 細

に 説 明 す る 。

［ 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 １ ０ ］

　 本 発 明 の 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 １ ０ は 、 Ｕ Ｖ イ ン ク と 水 性 ニ ス を 用 い て 印 刷 物 を 印 刷 す る 印

刷 装 置 （ 前 段 で Ｕ Ｖ イ ン ク を 用 い た 印 刷 を 行 い 、 後 段 で 水 性 ニ ス を 用 い た 印 刷 を 行 う 装 置

） に 設 け て い る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 の 構 成 概 略 図 で あ る 。 図 示 の よ う に

本 発 明 の 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 １ ０ は 、 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト ２ ２ と 、 加 湿 部 ２ ４ と 、 脱 臭 部 ２

６ 、 温 湿 度 セ ン サ ２ ８ 、 制 御 部 ３ ０ を 有 す る 水 性 ニ ス 乾 燥 手 段 ２ ０ と 水 性 ニ ス 印 刷 手 段 を

備 え て い る 。 水 性 ニ ス 印 刷 手 段 は Ｕ Ｖ イ ン ク を 用 い た 印 刷 物 の 表 面 に 水 性 ニ ス を 印 刷 す る

手 段 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト ２ ２ は 、 一 端 が Ｕ Ｖ イ ン ク 印 刷 手 段 の 排 気 ダ ク ト に 接 続 し 、 他 端 が

水 性 ニ ス 乾 燥 手 段 ２ ０ の 本 体 に 接 続 し た ダ ク ト で あ る 。 こ こ で 排 気 ダ ク ト は 、 Ｕ Ｖ イ ン ク

印 刷 工 程 で 生 じ る Ｕ Ｖ 照 射 手 段 （ Ｕ Ｖ ラ ン プ ） の 発 熱 と 、 Ｕ Ｖ イ ン ク を 乾 燥 し て 生 じ る 有

機 化 合 物 （ 有 機 溶 剤 ） か ら な る 排 熱 ガ ス を 集 約 し て 外 部 へ 排 気 す る ダ ク ト で あ る 。 な お 排

気 ダ ク ト 中 の 排 熱 ガ ス の 温 度 は 、 一 例 と し て １ ２ ０ ℃ ～ １ ４ ０ ℃ で あ り 、 湿 度 ２ ０ ～ ４ ０

％ で あ る 。 本 実 施 形 態 の 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト ２ ２ は ダ ン パ ー （ 不 図 示 ） を 介 し て 排 気 ダ ク

ト か ら 分 岐 さ せ て 排 熱 ガ ス の 一 部 又 は 全 て （ Ｕ Ｖ イ ン ク 印 刷 手 段 の 規 模 に 応 じ て 変 更 可 能

） を 水 性 ニ ス の 乾 燥 工 程 に 用 い て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 通 常 、 排 熱 ガ ス は 高 温 、 低 湿 度 か つ 有 機 化 合 物 を 含 ん で い る た め 、 そ の ま ま で は 水 性 ニ

ス の 乾 燥 工 程 に 適 用 す る こ と が で き な い 。 そ こ で 、 本 発 明 で は 加 湿 部 ２ ４ を 水 性 ニ ス 乾 燥

ダ ク ト ２ ２ 上 に 設 け 、 通 過 す る 排 熱 ガ ス を 所 定 湿 度 （ 一 例 と し て ７ ０ ％ 以 上 ） に 加 湿 及 び

所 定 温 度 （ 一 例 と し て ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ ） に 冷 却 し て い る 。 本 実 施 形 態 の 加 湿 部 ２ ４ は 、 一

例 と し て 加 湿 部 本 体 の 内 部 を ミ ス ト 雰 囲 気 に す る ミ ス ト 噴 霧 器 を 適 用 し て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 脱 臭 部 ２ ６ は 、 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト ２ ２ 上 に 設 け 、 通 過 す る 排 熱 ガ ス 中 に 含 ま れ る 有 機

化 合 物 を 除 去 し て い る 。 本 実 施 形 態 の 脱 臭 部 ２ ６ は 、 一 例 と し て 活 性 炭 、 ゼ オ ラ イ ト 等 を

含 む フ ィ ル タ ー を 用 い て 小 型 化 を 図 っ て い る 。 脱 臭 部 ２ ６ は 、 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト ２ ２ 上

で 加 湿 部 ２ ４ よ り も 上 流 側 に 設 け て 、 下 流 側 の 加 湿 部 ２ ４ で 排 熱 ガ ス を 所 定 湿 度 に 維 持 で

き る よ う に し て い る 。 な お 排 熱 ガ ス 中 に 含 ま れ る 有 機 化 合 物 （ 水 溶 性 ） が 加 湿 部 ２ ４ で 除
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去 可 能 な 場 合 に は 脱 臭 部 ２ ６ の 構 成 を 省 略 す る こ と も で き る 。

　 温 湿 度 セ ン サ ２ ８ は 、 脱 臭 部 ２ ６ を 通 過 し た 排 熱 ガ ス の 温 度 及 び 湿 度 を 測 定 可 能 な セ ン

サ で あ る 。 温 湿 度 セ ン サ ２ ８ は 後 述 す る 制 御 部 ３ ０ と 有 線 又 は 無 線 を 介 し て 電 気 的 に 接 続

し て 測 定 値 を 送 信 可 能 に 構 成 し て い る 。

　 制 御 部 ３ ０ は 、 温 湿 度 セ ン サ ２ ８ 及 び 加 湿 部 ２ ４ と 有 線 又 は 無 線 を 介 し て 電 気 的 に 接 続

し て い る 。 制 御 部 ３ ０ は 、 受 信 し た 温 湿 度 セ ン サ ２ ８ の 測 定 値 が 排 熱 ガ ス の 所 定 温 湿 度 の

範 囲 内 に 収 ま る よ う に 加 湿 制 御 を 行 っ て い る 。 一 例 と し て 排 熱 ガ ス の 温 度 を ６ ０ ℃ ～ ８ ０

℃ 、 湿 度 を ７ ０ ％ 以 上 の 設 定 範 囲 と す る 。 よ り 具 体 的 に 制 御 部 ３ ０ は 、 温 湿 度 セ ン サ ２ ８

の 測 定 値 が こ の 設 定 範 囲 に 収 ま る よ う に 加 湿 部 ２ ４ の ミ ス ト 噴 霧 量 を 増 減 す る 制 御 （ 例 え

ば 温 度 が ８ ０ ℃ よ り も 高 温 の 場 合 に は ミ ス ト 量 を 増 量 し 、 温 度 が ４ ０ ℃ よ り も 低 い 場 合 に

は ミ ス ト 量 を 減 量 す る ） を 行 っ て い る 。 こ の 他 、 制 御 部 に よ る 温 湿 度 の 制 御 は 、 水 性 ニ ス

乾 燥 ダ ク ト ２ ２ の 送 風 フ ァ ン （ 不 図 示 ） の 送 風 量 の 増 減 に よ っ て も 実 施 で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

［ 作 用 ］

　 上 記 構 成 に よ る 本 発 明 の 水 性 ニ ス 乾 燥 装 置 の 作 用 に つ い て 、 以 下 説 明 す る 。

　 Ｕ Ｖ イ ン ク 印 刷 手 段 に よ る Ｕ Ｖ イ ン ク の 乾 燥 工 程 で Ｕ Ｖ ラ ン プ の 発 熱 と 有 機 溶 剤 か ら な

る 排 熱 ガ ス が 生 じ る 。 各 印 刷 手 段 の 排 熱 ガ ス は 排 気 ダ ク ト に 集 約 さ れ て 外 部 へ 排 気 さ れ る

。 こ の 排 熱 ガ ス の 一 部 又 は 全 て を 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト ２ ２ か ら 取 り 込 む 。 取 り 込 む 量 は ダ

ン パ ー に よ っ て 任 意 に 調 整 可 能 で あ る 。

　 そ し て 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト ２ ２ 上 の 脱 臭 部 ２ ６ で 排 熱 ガ ス 中 に 含 ま れ る 有 機 化 合 物 を 除

去 す る 。 次 い で 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト ２ ２ 上 の 加 湿 部 ２ ４ で ミ ス ト 雰 囲 気 中 、 加 湿 お よ び 冷

却 す る 。 加 湿 部 ２ ４ の 下 流 側 の 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト ２ ２ 上 に 設 置 し た 温 湿 度 セ ン サ ２ ８ で

排 熱 ガ ス の 温 湿 度 を 測 定 す る 。

　 測 定 値 が 制 御 部 ３ ０ へ 送 信 さ れ 、 制 御 部 ３ ０ で は 測 定 値 が 設 定 湿 度 （ ７ ０ ％ 以 上 ） 、 設

定 温 度 （ ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ ） に 収 ま る よ う に 、 加 湿 部 ２ ４ の ミ ス ト 雰 囲 気 を 増 減 し て 制 御 す

る 。

　 こ の よ う な 本 発 明 の 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 従 来 の 赤 外 線 に よ る 乾 燥 手 段 と 比

べ て 、 水 性 ニ ス 乾 燥 の 熱 源 コ ス ト を 大 幅 に 低 減 で き る 。

　 ま た 所 定 湿 度 に 加 湿 し た 熱 風 を 用 い る こ と に よ り 紙 の 印 刷 物 の 場 合 に は 収 縮 、 ワ レ 、 フ

ィ ル ム ・ 薄 紙 の 印 刷 物 の 場 合 に は カ ー ル を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 、 上 記 実

施 形 態 に 何 ら 制 限 さ れ る こ と な く 、 本 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 の 変 更

が 可 能 で あ る 。

　 ま た 、 本 発 明 は 、 実 施 形 態 に お い て 示 さ れ た 組 み 合 わ せ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の

組 み 合 わ せ に よ っ て 実 施 可 能 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 水 性 ニ ス 印 刷 装 置 は 、 特 に 印 刷 物 の 表 面 に コ ー テ ィ ン グ 処 理 を 施 す 印 刷 分 野 に

お い て 産 業 上 の 利 用 可 能 性 を 有 す る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

１ ０ 　 水 性 ニ ス 印 刷 装 置

２ ０ 　 水 性 ニ ス 乾 燥 手 段

２ ２ 　 水 性 ニ ス 乾 燥 ダ ク ト

２ ４ 　 加 湿 部

２ ６ 　 脱 臭 部

２ ８ 　 温 湿 度 セ ン サ

３ ０ 　 制 御 部
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